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【高齢者の移動】 

・７５歳以上の高齢者が多く 、日常的に車の運転を実施しているが、嶺北地域外への運転に自信がない高齢者がみられる、外出目的は、買い物が最も多く、ついで、通院である。 

公共交通網形成計画の基本方針と計画目標（案） 

【高齢者の移動（買い物）】 地域内の外出頻度が高く、地域外は週１、２日以下の頻度 

・本山町：町内や土佐町（末広・サンシャイン）は車で移動 

・大豊町：町内は車で移動、町北部は池田方面、町南部は高知市方面への移動もみられる 

・土佐町：町内（末広・サンシャイン）は車で移動、高知市方面への移動もみられる 

・大川村：土佐町（末広・サンシャイン）は車で移動、西条方面への移動もみられる 

【高齢者の移動（通院）】 地域内、地域外ともに、月２、３日以下の外出頻度 

・本山町：嶺北中央病院（町内）、早明浦病院（土佐町）は車や路線バスで移動、地域外（高知市）は車で移動 

・大豊町：大杉中央病院（町内）は車や乗合タクシーで移動、町南部は高知市方面へ路線バスや鉄道で移動 

・土佐町：嶺北中央病院（本山町）、早明浦病院（町内）、地域外（高知市）は車や路線バスで移動 

・大川村：嶺北中央病院（本山町）、早明浦病院（土佐町）、小松診療所（村内）は車で移動 

【通学の移動】  

・地域外への通学者が多く、移動は鉄道が主、地域内の移動は自転車と送迎が主、地域内通学でバスを利用しない理由は運行時間（乗りたい時間にない、移動時間）、バスに関する情報不足、バス料金が高額 

・通学者の送迎頻度は高く、送迎を大変だと感じている保護者が多い 

・下宿の半数は自宅からの通学が可能と回答、下宿させている理由は、「移動に時間がかかる」、「乗りたい時間に運行されていない」が多い 

・本山町：路線バスの運賃が高い、バスと鉄道の乗継が悪い、福祉バス・タクシー等の制度の周知不足      ・大豊町：普通列車の場合、退避待ち等で時間がかかる、特急の場合、停車する遠方の駅まで送迎が必要 

・土佐町：福祉バス・タクシー等の制度の申請が面倒       ・大川村：路線バスまでの移動手段がない、スクールバスへの混乗ができていない 

・路線バス：「乗りたい時間帯の運行」に対する不満が多い          ・鉄道：「乗りたい時間帯の運行」、「普通・特急列車の運行本数」、「特急列車の停車駅数」、「他の交通手段との乗り継ぎ」に対する不満が高い 

・交通事業者：運転手の不足 

現状 

公共交通に関する課題 

要望（地域内交通） 

・幹線（のバス停、駅）までの移動手段確保  ・乗合タクシーの周知、福祉バス・タクシー申請の簡略化 

・観光資源との連携     ・バス情報の簡単な入手 

・下校時間（帰宅部、部活終わり）に合わせた運行  ・運賃を安くしてほしい 

要望（広域交通） 

・田井～大杉駅（可能なら医大・領石）までの路線バス運行 

・大豊 BSや JR大杉駅の駐車場整備 ・田井出張所、大川局前の乗継強化 

・JR大杉駅での特急列車の増便  ・大豊 BSから高知市内への移動 

資料４ 

・公共交通に関するわかりやすい情報提供の実施（路線、時刻、乗り場、観光地との連携） 

・高齢者や学生を巻き込んだ公共交通利用促進策の実施（バス乗り方教室、公共交通マップ作成）  

等 

・高齢者や学生が利用しやすいサービスの導入 

・主要な乗継拠点における待合環境の整備   等 

・広域移動の乗継拠点となるＪＲ大杉駅や田井出張所、大豊バスストップでの交通モード間（バス、鉄道、
クルマ）の乗継の強化 

・嶺北地域から地域外への移動速達性の向上 

・移動ニーズを踏まえた、地域外への路線バス網の再構築  ・運転手の確保   等 

計画目標１：嶺北地域内と高知市都市圏を含む地域外への持続可能な公共交通体系の整備 

計画目標２：移動ニーズにあわせた地域内公共交通ネットワークの構築 

・利用実態に即した幹線、支線の設定と運行水準の見直し 

・地域の特徴を踏まえた幹線（路線バス、鉄道）への乗継拠点の整備 

・幹線（路線バス、鉄道）までのアクセス向上  等 

計画目標３：公共交通の利用促進に向けた情報提供の拡充 

計画目標４：高齢者や学生にも利用しやすい公共交通利用環境の整備 

嶺北地域外への広域移動手段を見直します 嶺北地域内の移動の円滑化を図ります 公共交通の利用を推進し、持続可能な公共交通を目指します 基本方針１ 基本方針２ 基本方針３ 
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嶺北地域の網形成計画の将来イメージ図
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各種調査結果                                                                                                                             

 

 

【乗降調査】 

【とさでん田井線】 
・平日：高齢者の利用が中心、大杉駅⇔領石出張所間の乗降は少数 

・休日：平日に比べ、75歳以上の利用者が少ない。遊びで利用している若年層がみられる 

・田井線を使わない場合、約３割が「家族の送迎」を利用と回答 

【嶺北観光自動車】 
・平日：小中学生を中心とした利用、田井⇔石原、大川局前⇔田井、大川局前⇔黒丸は、高齢者の利用も少
数程度みられる 

・休日：平日に比べ利用者が少ない 

【来訪者アンケート】 
・来訪者属性：関東、近畿からの利用が多く、2回目以上の訪問者が多い（約６割） 
・地域内の移動手段：レンタカーの利用が多く、鉄道、路線バスの利用も１～２割見られる 

・公共交通に対する不満：「運行本数」に対する不満が高い 

見直すべき点については、1日のバス運行本数を重視する人が最多 

・大杉駅に停車する特急列車を増便：約４割が利用したいと回答 

・大豊バスストップを利用した高知市との移動：約５割が利用したいと回答 

【市町村アンケート】 
・全４町村で、公共交通に関する行政は兼任担当者 1名で対応 

・自治体内の交通資源に対しては、「事業者の人員不足」、「利用者への情報提供」、 

「利用者の減少・伸び悩み」、「車両のバリアフリー対応」が課題と考えられている 

【事業者ヒアリング】 

【とさでん交通】 
・田井線は長大路線であり、乗車数が少ない状況で、運転手の拘束時間が長くなるのが課題 

・運転手が不足していることが課題 

 

【嶺北観光自動車】 
・利用者は小中学生が多い 

・便数を増やしてほしいとの要望はあるが、実態としてはそこまで利用者はいない 

・バス路線まで離れた箇所に居住している人もいるため、バス路線までの移動手段の検討が必要 

【若年層の保護者アンケート】 
・子供と同居している割合：全体の約７割（本山町：約５割、大豊町：約９割、土佐町：約６割、大川村：なし） 
・通学先：嶺北地域内（約３割）、地域外（約７割）（本山町：約７割、大豊町：全員、土佐町：約５割、大川村：全員） 
・交通手段：地域内の通学は、自転車（約６割）または送迎（約３割）が主、地域外は、JR（約８割）、送迎（約７割）が主 

雨天時は、「家族の送迎」で移動 

・送迎の頻度：地域内外ともに約８割以上が、週に１回以上利用、６～７割の保護者は負担に感じている 

・公共交通への不満：地域外に通学させている保護者の方の不満が多い 

「乗りたい時間に運行」、「移動時間」、「運行本数」への不満が多い 

・下宿している理由：下宿しているうち、約５割は公共交通を利用して、自宅からも通学が可能と回答 

             本山町（約４割）、大豊町（約７割）、土佐町（約５割）が、通学が可能と回答 

・公共交通を利用して通学しない理由：「移動時間」、「乗りたい時間帯に運行」に不満が多い 

【地域特性・交通特性】 
・高齢者：人口増加、高知県内の他地域と比較し高い高齢化率（高知県：約 33％、嶺北地域：約 48％、H27国勢調査） 
・高校生：人口減少、地域外への通学者が多い 
・通勤：高知市への就業者が約 1万人 

・バス利用：減少傾向（高知県全域） 
・鉄道利用：土讃線の輸送密度は JR四国の他の区間と比較しても低い 
・計画：本山町では地域公共交通網形成計画を策定中 

【高齢者アンケート】 
・属性：約６割が 75歳以上の後期高齢者、約３割が一人暮らし 

・運転頻度：６割は日常的に運転しているものの、地域外への運転に自信がない人が約３割 

・外出の目的・移動手段：目的は買い物が最も多く、次いで通院が多い 

移動手段は自家用車が多いが、通院・買い物はバスの利用者もみられる 

・外出先：本山町：町内への移動が約７割     ：大豊町：町内への移動が約５割、高知市への移動が約２割 

     ：土佐町：町内への移動が約６割     ：大川村：村内への移動が約４割、土佐町への移動が約３割 

・路線バスの満足度：「乗りたい時間」、「バスからの乗り継ぎ」、「始発・最終バスの時間」に対する不満が高い 

・鉄道の満足度：鉄道に対する不満はバスより高く、「乗りたい時間」、「特急列車の停車数」、「普通・特急列車の運行本

数」、「鉄道からの乗り継ぎ」に対する不満が高い 

・公共交通を利用しない理由：「運転ができる」のほか、「運行本数が少ない」、「駅やバス停が遠い」が理由となっている 

・公共交通サービス：約９割は公共交通サービスの存続を望み、「運行本数が減るのは仕方ない」が約６割 

・公共交通が難しくなった場合の移動手段：「自分で運転」（約３割）、「家族や友人の送迎」（約３割）（大豊町：「家族や友
人の送迎」（約５割）、大川村：「地域ボランティアや福祉の送迎」（約４割）） 

・公共交通の維持のための負担：行政による負担が４割、町村民が利用を増やすが３割（本山町：約５割） 
・公共交通に求めること：「乗りたい時間帯の運行」、「路線の設定」に関する要望が多い 

【地域別意見交換会】 

・買い物：本山町：町内や土佐町（末広・サンシャイン）への車での移動が中心 

大豊町：町内への車での移動、町北部は池田方面、町南部は高知市方面への移動がみられる 

土佐町：町内への車での移動が主（末広・サンシャイン）、高知市方面への移動や移動販売の活用もみられる 

大川村：土佐町への車での移動のほか、西条方面への移動がみられる 

・通院：本山町：嶺北中央病院、早明浦病院へ車や路線バスで移動、整形外科等の専門科は地域外へ車で移動 

大豊町：大杉中央病院へ車や乗合タクシーで移動、町南部は田井線や JRを利用して地域外へ 

土佐町：嶺北中央病院、早明浦病院、整形外科等の専門科へ車や路線バスで移動 

大川村: 嶺北中央病院、早明浦病院、小松診療所へ車で移動 

・地域内交通への要望：本山町：幹線までの移動手段、福祉バス・タクシーの手続きの簡素化 

               大豊町：乗合タクシーの周知・運行サービスの改善、観光資源との連携、最寄駅までの移動 

土佐町：田井営業所までのきめ細やかな移動手段、幹線までの移動手段確保、 

福祉バス・タクシー申請の簡略化 

大川村：自家用有償旅客運送の導入、幹線までの移動手段確保（スクールバス活用、コミュニ

ティバス導入（平成３０年に試験運行予定）） 

・地域間交通への要望：本山町：大杉駅（可能なら医大・領石）までの路線バス運行、大豊 BSの駐車場整備 

大豊町：鉄道乗継、特急同士の通過待ち時間の有効活用（大田口駅）、大杉駅の駐車場整備 

土佐町：田井営業所を拠点とした地域外へのスムーズな乗継環境の整備 

大川村：大川局前を拠点とした乗継強化 

 

【高校生意見交換会】（嶺北高校） 
・通学手段：自転車または送迎が主、バスの利用者はごく少数 

・利用しない理由：バス路線、バス停の位置等バスの情報が不足 

・バスに対する要望：バスの情報が簡単に調べられる、下校時間（部活を含む）にあわせた運行、学割等の導入 

【団体別意見交換会】 

【社会福祉協議会】 
・自宅からバス停まで行けないのが地域の最大の課題、拠点まで行ける人が増えればバスを利用できる人も増える 

・交通弱者（学生や高齢者）に対する、公共交通の利用促進に向けた支援は可能である 

・車に乗れなくなる人に、いかにして公共交通の利点を示していくかが重要になる 

【商工会】 
・商工会で宅配サービスを実施しており、利用者も多い 

・高齢者は自宅から駅やバス停まで行けない、パークアンドライド用の駐車場整備などは必要ではないか 

【観光協会】 
・自家用車を持たない観光客の移動方法等の問い合わせに対応している 

・観光地や観光施設への鉄道、バス、ハイヤー等を乗り継いでいけるような対策を検討することも必要 


